
昭和の森カタクリ特別観察会 

春風に揺れるカタクリの観察 

藤田 隆（松戸市） 

日 時：2025 年 3 月 24 日(月）10 時～15 時、天気：曇り時々晴れ 

場 所：昭和の森 

参加者：40 名、担当指導員：川北、山下、藤田 

土、日と晴れが続き気温が 20℃を超える日も出てきました。それまで寒く感じられる

日が続きましたが、24 日の月曜日はカタクリの開花が間に合うという気配が感じられ

ないと見ていました。案の定 10 時の時点で開花は 5 輪と寂しい限りで、お客さんも少

なく、6 人ほどが「あーらっ！」と残念がる様子を見せながら、しっかり開花している

様子を確認し、１年目の立て札、２年目の立て札を眺めながら、「この株の開花まであ

と５～６年かかるのね、その時に来られるかしら」と楽しそうにおしゃべりしている姿

が印象的でした。23 日の日曜日は 135 名のお客さんが見に訪れましたが、月曜日のこ

の日は 40 名にとどまりました。それでも熱心なお客さんがいて、船橋から来たという

3 人はこの日のために下見をして、お仲間を連れてきたと仰っていました。そして「ま

た来るわ！」とカタクリの可憐さの魅力に取りつかれたのでしょうか、風のごとく去っ

ていきました。 

カタクリの一生を辿るパネルに仕立て、1 年目、2 年目、5～6 年目、7～8 年目と順を

追って示していたところ、氷河期の贈り物というパネルには遺産的価値が示されていた

ため、そこに感激される方もいて、私もじっくり説明を読み返すほどでした。 

この日、カタクリだけではない仕掛けを用意しました。田んぼに生息するカワニナ、

タニシ、ニホンアカガエルの卵塊、オタマジャクシ、ホトケドジョウを採取して観察用

としました。太陽の光が射してくると気温も上がり、20℃を超えました。急に通る人も

増え、11 時を過ぎるころには 30 人を数えました。園路の脇の斜面にも注目してもらお

うと趣向を加えました。もう一つの仕掛です。シュンランなど植物名を書いた立札を立

てました。マルバスミレも見つかりました。参加者もじっと観察し、カタクリのほかに

収穫があったようです。 

 

開花したカタクリ ホトケドジョウ、カワニナ等 


